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文教・科学技術施策の進展 0平成19年度の展望

文
化
は
人
々
に
感
動
や
生
き
る
喜
び
を
も
た
ら

し
、
豊
か
な
人
生
を
送
る
上
で
の
大
き
な
力
と
な

る
も
の
で
あ
り
、
日
本
社
会
の
活
性
化
の
た
め
に

は
、
「
文
化
力
」
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
極
め
て
重

要
で
あ
る
。
文
化
庁
で
は
、
平
成
一
九
年
度
予
算

に一

0

一
七
億
円
（
対
前
年
度
一

0
億
円
（
一
％
）

増
）
を
計
上
し
、
二
ニ
年
末
に
成
立
し
た
文
化
芸

術
振
脚
基
本
怯
お
よ
び
同
法
に
基
づ
く
「
文
化
芸

術
の
振
興
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
」
を
ふ
ま
え
、

「
文
化
力
」
に
よ
る
地
域
づ
く
り
・
国
づ
く
り
を
図

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

基
本
的
な
方
針
に
つ
い
て
は
、
平
成
一
九
年
ニ

月
に
第
二
次
基
本
方
針
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、
同
基
本
方
針
で
は
、
文
化
芸
術
振
興

の
今
日
的
意
義
や
諸
情
勢
の
変
化
等
を
ふ
ま
え
、

今
後
お
お
む
ね
五
年
間
を
見
と
お
し
、
文
化
芸
術

の
振
興
に
あ
た
っ
て
の
基
本
的
視
点
や
重
点
事
項
、

基
本
的
施
策
等
を
明
記
し
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
文
化
芸
術
振
興
の
今
日
的
意
義

疇

上

と
し
て
、
「
文
化
力
」
が
国
の
力
の
源
で
あ
る
こ
と

や
、
文
化
芸
術
と
経
済
が
密
接
に
関
連
し
て
い
る

こ
と
を
掲
げ
、
「
文
化
芸
術
立
国
」
を
目
指
す
こ
と

を
明
記
し
て
い
る
。

ま
た
、
文
化
芸
術
振
興
に
あ
た
っ
て
の
基
本
的

視
点
と
し
て
，
①
文
化
力
の
時
代
を
拓
く
、
②
文

化
力
で
地
域
か
ら
日
本
を
元
気
に
す
る
、
③
国
、

地
方
、
民
間
が
相
互
に
連
携
し
て
文
化
芸
術
を
支

え
る
、
の
三
点
を
掲
げ
る
と
と
も
に
、
今
後
重
点

的
に
取
り
組
む
べ
き
事
項
と
し
て
、
①
日
本
の
文

化
芸
術
の
継
承
、
発
展
、
創
造
を
担
う
人
材
の
育

成
、
②
日
本
文
化
の
発
信
お
よ
ぴ
国
際
文
化
交
流

の
推
進
、
③
文
化
芸
術
活
動
の
戦
略
的
支
援
、
④

地
域
文
化
の
振
諷
ハ
、
⑤
子
ど
も
の
文
化
芸
術
活
動

の
充
実
、
⑥
文
化
財
の
保
存
お
よ
び
活
用
の
充
実
、

の
六
点
を
掲
げ
て
い
る
。

今
後
は
、
本
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
文
化
芸
術

の
振
興
に
関
す
る
施
策
の
総
合
的
な
誰
進
を
図
っ
て

し

V

文
化
庁

①
最
高
水
準
の
舞
台
芸
術
公
演
a

伝
統
芸
能
等
へ

の

重

点

支

援

等

．

舞
台
芸
術
創
造
活
動
を
よ
り
活
性
化
さ
せ
る
た

め
、
叢
高
水
準
の
舞
台
芸
術
公
演
・
伝
統
芸
能
等
に

対
す
る
重
点
支
援
を
引
き
続
き
行
う
と
と
も
に
，
音

楽
、
舞
踊
、
演
刺
等
の
国
際
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
芸

術
に
よ
る
国
際
交
流
を
推
進
し
て
い
く
。

②
「
日
本
映
画
・
映
像
」
振
興
プ
ラ
ン
の
推
進

我
が
国
の
映
圃
・
映
像
水
準
の
向
上
を
図
る
た
め
、

製
作
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
上
映
や
海
外
へ
の
発

信
、
人
材
育
成
事
業
等
の
支
援
，
映
画
フ
ィ
ル
ム
の

収
集
・
保
管
を
進
め
、
世
界
に
誇
れ
る
映
圃
・
映
像

の
振
興
を
推
進
す
る
。
平
成
一
九
年
度
に
お
い
て
は
、

新
た
に
「
メ
デ
ィ
ア
芸
術
振
興
総
合
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

に
よ
り
、
メ
デ
ィ
ア
芸
術
の
優
れ
た
ク
リ
エ
イ
タ
ー

を
発
掘
・
育
成
し
、
国
内
各
地
の
メ
デ
ィ
ア
芸
術
拠

点
の
活
動
支
援
等
を
図
る
と
と
も
に
、
メ
デ
ィ
ア
芸

術
祭
に
よ
り
優
れ
た
メ
デ
ィ
ア
芸
術
作
品
を
国
内
外

に
積
極
的
に
発
信
す
る
こ
と
に
よ
り
、
メ
デ
ィ
ア
芸

術
の
人
材
育
成
・
国
際
拠
点
形
成
を
推
進
す
る
。

③
世
界
に
泥
ば
た
く
新
進
芸
術
家
等
の
人
材
育
成

次
代
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
芸
術
家
を
養
成
す
る
た

め
、
美
術
、
音
楽
、
舞
踊
、
瀕
劇
等
の
各
芸
術
分
野

に
お
け
る
、
海
外
の
大
学
や
芸
術
団
体
等
へ
の
留
学

文
化
芸
術
創
造
プ
ラ
ン
の
推
進
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文教・科学技術施策の進展鬱平成19年度の展望

独
立
行
政
法
人
国
立
美
術
館
は
、
我
が
回
に
お
け

る
美
術
振
興
の
中
心
的
拠
点
と
し
て
、
所
蔵
作
品
の
一

層
の
充
実
や
施
設
設
備
の
整
備
充
実
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
東
京
＇
六
本
木
に
平
成
一
四
年
度
か
ら
建

設
を
進
め
て
き
た
「
国
立
新
美
術
館
」
は
、
平
成
1

九
年
一
月
ニ
―
日
に
新
た
に
開
館
し
応
。

同
鮪
は
収
蔵
品
を
持
た
ず
、
合
計
一
万
四
0
0
0

”、m
に
お
よ
ぶ
―
二
呈
の
辰
示
呈
を
活
用
し
＼
公
募
展

い
る
。
さ
ら
に
、
平
成
一
九
年
度
か
ら
講
師
と
な
る

地
域
の
指
導
者
を
養
成
す
る
事
業
を
年
間
を
通
じ
て

実
施
す
る
。

文
化
庁
で
は
、
国
内
外
の
日
本
語
学
習
者
の
増
加

ゃ
多
様
な
日
本
語
学
習
需
要
に
対
応
す
る
た
め
の
事

業
を
実
施
し
て
い
る
。
平
成
一
九
年
度
か
ら
は
「
生
活

者
と
し
て
の
外
困
人
」
の
た
め
の

□本
語
教
育
事
業
と

し
て
、
日
系
入
等
を
活
用
し
た
日
本
語
教
室
や
退
職

敦
員
や
日
本
語
能
力
を
有
す
る
外
国
人
を
対
象
と
し

た
日
本
語
指
樽
者
養
成
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
対
象
と

し
た
実
践
的
長
期
研
修
な
ど
の
企
画
を
公
募
に
よ
り

実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
な
お
、
独
立
行
政
法
入

固
立
国
語
研
究
所
で
は
国
語
お
よ
び
国
民
の
言
語
生

活
な
ら
び
に
外
国
入
に
対
す
る
日
本
語
敦
育
に
関
す

る
科
学
的
な
調
査
゜
研
究
と
、
こ
れ
に
基
づ
く
資
料
の

作
成
お
よ
び
そ
の
公
表
等
を
行
っ
て
い
る
。

宗
務
行
政

宗
教
法
人
制
度
は
、
憲
法
で
保
障
さ
れ
た
信
教
の

自
由
と
政
教
分
離
の
原
則
に
基
づ
き
、
宗
教
団
体
の

自
由
で
自
主
的
な
活
動
を
保
障
す
る
た
め
、
宗
教
団

体
に
法
人
格
を
付
与
す
る
こ
と
で
財
産
や
団
体
組
織

の
管
理
の
基
礎
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。
文
化
庁
で
は
、
宗
教
法
人
法
に
基
づ
く
宗
教
法

人
の
懃
証
事
務
や
宗
教
に
関
す
る
資
料
の
収
集
な
ど

を
行
い
、
宗
教
法
入
制
度
の
適
正
な
連
用
に
努
め
て

い
る
。
ま
た
、
文
部
科
学
大
臣
の
諮
問
機
関
と
し
て

宗
教
法
人
審
謡
会
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

2

美
術
振
興
の
拠
点
整
備

を
支
援
し
実
践
的
な
研
修
の
楳
会
を
提
供
す
る
。
ま

た
、
新
進
芸
術
家
等
の
成
果
発
表
の
機
会
を
充
実
さ

せ
、
芸
術
家
の
社
会
に
対
す
る
成
果
発
信
を
図
る
。

ざ
ら
に
、
芸
術
団
体
等
が
行
う
研
修
や
新
遥
芸
術
家

へ
の
焚
表
の
場
を
提
供
す
る
よ
う
な
養
成
事
業
へ
の

支
援
を
行
う
。

⑭
感
性
豊
か
な
文
化
の
担
い
手
育
成
プ
ラ
ン
の
推
進

ォ
ー
ケ
ス
ト
ラ
等
の
舞
台
芸
術
に
身
近
に
触
れ
る

こ
と
が
で
き
る
「
本
物
の
舞
台
芸
術
体
験
事
業
」
、

芸
術
家
等
を
学
校
等
へ
派
遣
し
、
講
話
や
実
技
を
披

露
す
る
「
学
校
へ
の
芸
術
家
等
派
遣
事
業
」
や
、
伝

統
文
化
に
関
す
る
活
動
を
継
続
的
に
体
験
°
修
得
で

き
る
「
伝
統
文
化
こ
ど
も
教
室
事
業
」
を
拡
充
す
る

ほ
か
、
学
校
内
外
の
文
化
活
動
を
地
域
で
支
援
す
る

「
地
域
人
材
の
活
阻
に
よ
る
文
化
活
動
支
援
事
業
」

を
新
た
に
取
り
組
む
な
ど
、
子
ど
も
の
文
化
芸
術
体

験
活
動
を
推
進
す
る
た
め
の
施
策
の
一
層
の
充
実
を

図
っ
て
ハ

V
o

を
は
じ
め
と
す
る
多
彩
な
展
覧
会
の
開
催
や
、
美
術

に
関
す
る
情
報
の
収
纂
提
供
、
な
ら
び
に
教
育
普
及

事
業
を
展
開
し
て
、
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
役

割
を
果
た
す
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

舞
台
芸
術
に
親
し
む
横
会
の
少
な
い
人
た
ち
の
興

味
関
心
を
喚
起
し
、
新
た
な
観
客
層
の
開
拓
に
努
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
質
の
高
い
舞
台
芸
術
の
全

国
的
展
開
を
促
す
「
舞
台
芸
術
の
魅
力
発
見
事
業
」

を
平
成
一
九
年
度
よ
り
新
た
に
実
施
す
る
。

こ
の
ほ
か
、
国
民
が
日
ご
ろ
取
り
組
ん
で
い
る

文
化
活
動
を
全
国
規
模
で
発
表
し
、
交
流
す
る
国

内
最
大
の
文
化
の
禁
典
「
国
民
文
化
祭
」
を
実
施

す
る
。
平
成
一
九
年
度
に
つ
い
て
は
、
徳
島
県
で

1
0
月
―
一
七
日
（
土
）
か
ら
一
一
月
四
日
（
日
）

の
九
日
間
、
「
お
ど
る
国
文
祭
」
を
愛
称
に
、
「
阿

被
踊
り
」
「
阿
波
入
形
浄
瑠
璃
芝
居
」
「
阿
波
監
」

定
三
大
テ
ー
マ
に
位
置
づ
け
、
八
九
の
多
彩
な
文

化
事
業
｀
ぞ
展
開
す
る
。

ま
た
、
文
化
活
動
に
取
り
組
む
全
国
の
高
校
生
が

一
堂
に
会
し
、
．
日
こ
ろ
の
取
組
の
成
累
を
発
表
し
、

技
を
誡
い
｀
交
流
・
一
ど
深
め
る
高
校
生
の
文
化
の
祭
典

「
金
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
」
を
開
催
し
て
い
る
。

本
文
化
祭
は
、
高
校
生
が
企
酉
か
ら
遮
営
ま
で
主

体
的
に
携
わ
る
の
が
特
徴
で
あ
り
、
平
成
一
九
年
度

に
つ
い
て
は
、
七
月
二
九
日
（
日
）
か
ら
八
月
二
日

（
木
）
の
五
日
間
、
島
根
県
で
開
催
す
る
。

高
松
塚
古
墳
は
七
抵
紀
末
か
ら
八
世
紀
初
め
に
築

追
さ
れ
、
，
石
室
内
部
に
人
物
群
像
な
ど
が
描
か
れ
た

壁
画
古
墳
で
あ
る
。
昭
和
四
七
年
に
発
見
さ
れ
、
翌

四
八
年
に
特
別
史
跡
に
、
内
節
の
壁
囲
は
昭
和
四
九

年
に
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
、
＇
壁
面
は
現
地
で
保
存
さ
れ
て
き
た

が
、
度
霊
な
る
カ
ビ
の
披
害
に
よ
り
、
壁
画
の
汚

れ
、
漆
喰
の
劣
化
が
進
み
、
現
地
で
の
保
存
が
困
難

に
な
っ
た
た
め
、
絵
画
、
考
古
学
、
保
存
科
学
等
の

各
専
門
家
で
構
成
さ
れ
た
会
議
に
お
い
て
、
石
室
を

取
り
出
し
て
解
体
修
理
を
行
う
方
法
を
恒
久
的
な
保

存
方
針
と
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
修
理
事
業
は

昨
年
一

0
月
か
ら
開
始
さ
れ
、
本
年
度
は
石
呈
の
取

り
出
し
を
行
う
と
と
も
に
、
壁
圃
の
修
理
に
着
手
す

る
予
定
で
あ
る
。

特
別
史
跡
キ
ト
ラ
古
墳
は
、
，
石
室
の
天
井
に
は
全

天
天
文
図
、
東
壁
の
「
青
龍
」
等
の
四
神
や
、
四
神

の
下
方
に
「
寅
」
な
ど
の
十
―
一
支
の
獣
頭
人
身
像
が

描
か
れ
た
古
墳
で
あ
り
、
飛
鳥
の
遺
跡
群
を
代
表
す

る

壁

画

古

墳

で

あ

る

。

｀

キ
ト
ラ
古
墳
に
つ
い
て
は
、
発
見
当
初
よ
り
漆
喰

が
浮
き
上
が
っ
て
お
り
、
剥
落
の
危
険
性
が
あ
っ
た

の
で
、
緊
急
の
対
応
と
し
て
、
順
次
壁
画
の
剥
ぎ
取

高
松
塚
古
墳
壁
画
よ
千
ト
ラ
古
墳
壁

画
の
保
存
対
策

3
 
無
形
文
化
財
等
の
公
開

2

文
化
財
の
保
存
修
理
等

本
文
化
祭
の
演
劇
節
門
、
日
本
音
楽
部
門
、
郷
上

芸
能
部
門
で
優
秀
校
に
選
ば
れ
た
高
校
に
つ
い
て
は
、
‘

「
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
優
秀
校
東
京
公
演
」
と

し
て
、
八
月
―
一
五
日
（
土
）
、
二
六
日
（
日
）
に
東

京
・
国
立
劇
場
に
一
棠
に
会
し
、
発
表
を
行
う
。

さ
ら
に
‘
公
立
文
化
施
設
の
活
性
化
に
資
す
る
情

輯
の
提
供
や
、
公
立
文
化
施
設
の
職
員
を
対
象
に
し

た
ア
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
餅
修
、
舞
台
技
術
に
必
要

な
知
識
、
技
術
に
関
す
る
研
修
を
行
う
ほ
か
、
文
化

芸
術
に
関
す
る
情
報
の
収
集
。
発
信
す
る
事
業
な
ど

も
行
っ
て
い
る
。

平
成
一
七
年
三
月
に
は
、
文
部
科
学
大
臣
か
ら
文

化
審
議
会
に
対
し
、
「
敬
語
に
関
す
る
具
体
的
な
指
針

の
作
成
に
つ
い
て
」
「
惰
報
化
時
代
に
対
応
す
る
漢
字

政
策
の
在
り
方
に
つ
い
て
」
が
諮
問
さ
れ
た
。
こ
の

う
ち
、
敏
語
に
つ
い
て
は
、
平
成
一
九
亨
一
月
に

「
敬
語
の
指
針
」
と
し
て
答
印
が
褥
ら
れ
た
。
文
化
庁

と
し
て
は
、
今
後
、
「
敏
語
の
指
針
」
の
普
及
に
積
極

的
に
努
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
一
方
、
「
情
報
化
時

代
に
対
応
す
る
漠
字
政
策
の
在
り
方
に
つ
い
て
」
は

引
き
続
き
審
読
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
て
い
る
3

ま
た
、
演
劇
、
俳
句
、
川
柳
、
落
語
な
ど
各
界
で

活
躍
し
て
い
る
方
を
請
師
に
迎
え
、
「
「
言
葉
」
に
つ

い
て
考
え
る
体
験
事
業
」
を
冥
施
し
て
い
る
。
こ
れ

は
、
請
師
か
ら
の
直
接
指
導
を
と
お
し
て
、
言
葉
や

衰
現
に
対
す
る
関
心
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

り
を
行
っ
て
き
た
。
ま
た
、
刹
ぎ
取
り
ま
で
の
間
、

カ
ビ
等
の
定
期
点
検
ゃ
仮
設
保
設
覆
屋
の
建
設
等
に

よ
る
環
境
制
御
を
行
っ
て
い
る
。
昨
年
一
―
一
月
に

「
寅
」
、
本
年
―
一
月
に
「
朱
雀
」
の
刊
き
取
灯
が
無
事

行
わ
れ
た
。
今
後
、
天
井
の
全
天
天
文
図
の
取
披
い

に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。
な
お
、
本
年
五
月
に
、
明

日
香
村
に
あ
る
飛
鳥
資
料
館
に
て
、
「
玄
武
」
の
公

開
を
予
定
し
て
い
る
。

国
豆
・
重
要
文
化
財
、
登
録
有
形
文
化
財
お
よ
び

伝
統
的
建
造
物
群
を
適
切
に
保
存
管
理
し
、
次
肱
代
に

継
承
す
る
た
め
、
計
画
的
な
保
存
修
理
お
よ
び
耐
震
対

策
・
防
災
施
設
の
整
俯
を
推
進
す
る
。
ま
た
、

N
P
o

や
市
民
団
体
が
文
化
財
の
管
理
や
文
化
財
を
活
用
し

た
多
様
な
活
動
を
自
立
的
に
担
っ
て
い
け
る
よ
う
な

総
合
支
援
の
仕
組
み
を
構
築
す
る
。
さ
ら
に
、
文
化
財

建
造
物
修
理
用
資
材
の
安
定
的
確
保
を
図
る
た
め
に

「
ふ
る
さ
と
文
化
財
の
森
」
を
設
定
す
る
と
と
も
に
、

資
材
等
に
関
す
る
普
及
啓
発
活
動
を
支
援
す
る
。

ま
た
、
国
宝
。
重
要
文
化
財
等
を
火
災
や
盗
雌
等

か
ら
守
り
、
楳
存
管
理
の
万
全
を
期
す
る
と
と
も

に
、
晨
ホ
や
体
験
学
習
機
能
を
加
え
た
警
備
事
業
を

実
施
し
、
多
様
な
保
護
。
活
用
を
図
る
。

重
要
無
形
文
化
財
の
わ
ざ
や
民
俗
文
化
財
、
文
化

財
保
存
技
術
の
公
開
事
業
を
行
い
、
国
民
の
文
化
財
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の
保
存
・
伝
承
に
対
す
る
意
識
の
向
上
を
促
し
＼
無

形
文
化
財
等
の
保
殷
の
充
実
を
図
る
。

史
跡
等
の
保
存
[
整
備
●
活
用

史
跡
等
の
保
存
・
活
用
を
誰
進
す
る
た
め
、
所
有

者
や
管
理
団
体
等
が
行
う
保
存
修
理
事
業
お
よ
び
公

有
化
事
業
等
に
対
す
る
国
庫
袖
助
定
実
施
す
る
。

埋
蔵
文
化
材
に
つ
い
て
は
、
費
用
負
担
が
困
難

な
個
人
住
宅
建
設
等
の
開
梵
に
伴
う
坦
蔵
文
化
財

発
掘
調
査
に
対
す
る
国
庫
郁
助
を
実
施
し
、
埋
蔵

文
化
財
保
護
と
開
兌
事
業
と
の
謁
整
の
円
滑
化
を

進
め
る
。

我
が
国
で
は
、
．
こ
れ
ま
で
美
術
工
芸
品
、
建
造
物

な
ど
と
い
『
た
文
化
財
の
分
野
別
に
よ
る
保
談
手
怯

が
訛
じ
ら
れ
て
き
た
が
、
近
年
、
相
互
に
緊
密
な
関

連
性
を
持
つ
複
敦
の
文
化
財
を
総
合
的
に
と
ら
え
た

り
、
文
化
財
の
周
辺
環
境
も
含
め
て
保
護
を
図
っ
た

l
i
チ
：
ノ
J3

こ
と
の
必
要
性
が
斎
摘
さ
れ
て
き
て
い
る
。

そ
の
た
め
文
化
審
餓
会
文
化
対
分
科
会
に
企
圃

調
歪
会
が
新
た

K
設
置
さ
れ
、
昨
年
i
一
月
か
ら
文

化
財
の
総
合
的
な
把
檻
を
行
う
た
め
の
施
策
等
に
つ

い
て
検
討
が
な
さ
礼
て
い
る
ー
し

な
議
論
が
進
ん
で
＞
る
。
今
餃
と
も
、
ア
ジ
ア
諸
国

を
中
心
に

W
C
T
（
著
作
椛
に
関
す
る
憔
界
知
的
所

有
椛
機
関
条
約
）
、

W
P
1
P
T
（
実
演
及
び
レ
コ
、
ー

ド
に
関
す
る
抵
界
知
的
所
有
権
猿
関
条
約
）
の
早
期

締
結
を
働
き
か
け
て
い
く
と
と
も
に
、
現
在
W
T
'
-
P

0
（
批
界
知
的
所
有
権
機
関
）
で
検
胴
中
の
放
送
条

約
等
の
策
定
に
積
枢
的
に
参
圃
し
て
い
く
。

著
作
権
教
育
の
充
実

平
成
一
四
年
度
か
ら
、
著
作
権
に
関
す
る
総
合
的

な
敦
育
事
業
で
あ
る
「
著
作
椛
学
ぼ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
展
開
し
て
お
灯
、
引
き
続
き
著
作
権
教
育
の

誰
進
を
図
っ
て
い
く
。

文
化
振
興
の
た
め
の
基
盤
整
備

国
立
劇
場
。
新
国
立
劇
場
の
充
実

国
立
劇
場
（
国
立
劇
場
、
国
立
涼
芸
場
、
国
立
能

楽
堂
、
国
立
文
楽
劇
場
お
よ
び
国
立
劇
場
お
き
な
わ
）

は
、
伝
統
芸
能
の
保
存
と
振
興
を
図
る
た
め
、
歌
舞

伎
、
演
芸
、
能
楽
、
文
楽
、
組
踊
な
ど
の
伝
統
芸
能

を
各
腫
の
演
出
や
技
法
を
尊
重
し
な
が
ら
、
つ
と
め

て
古
典
伝
承
の
ま
ま
の
姿
で
公
開
し
、
国
民
が
伝
統

芸
能
を
鑑
賞
す
る
機
会
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
伝

統
芸
能
の
伝
承
者
養
成
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

新
固
立
劇
場
で
は
、
現
代
舞
台
芸
術
の
振
興
普

及
を
図
る
た
め
、
国
際
的
に
比
肩
し
う
る
高
い
水

準
の
オ
ペ
ラ
・
バ
レ
エ
・
現
代
舞
踊
・
演
劇
な
ど

4
 

本
年
四
月
に
狭
立
行
政
法
人
国
立
博
物
館
と
独
立

6

我
が
国
の
歴
史
・
伝
統
文
化
の
保
存

と
継
承
の
拠
点
整
備

5

文
化
財
の
総
合
的
な
把
握

AU 

国
立
博
物
館
等
が
収
蔵
す
る
文
化
財
・
美
術
品

に
関
す
る
情
報
、
国
立
削
場
，
新
国
立
劇
場
の
公

演
等
に
関
す
る
情
報
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
行
う

と
と
も
に
、
文
化
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ー
ジ
等
を
通
じ
て

情
戟
提
供
を
行
っ
て
い
;
r

、̀、
0

「
国
除
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
開
催
や
、
「
文
化
庁

文
化
交
流
使
」
事
業
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
本
年
度

よ
り
、
次
世
代
の
国
際
文
化
交
流
を
担
う
高
校
生
の

文
化
活
動
を
対
象
に
、
悔
外
に
お
い
て
同
じ
分
野
の

文
化
芸
術
に
携
わ
る
高
校
生
が
一
棠
に
会
し
、
意
見

交
換
や
作
品
の
共
同
制
作
等
を
試
み
る
ワ
ー
ク
シ
ョ

ノ
プ
等
を
行
う
「
高
校
生
国
際
文
化
交
流
事
業
」
を

実
施
す
る
。

我
が
国
と
外
国
と
の
国
際
芸
術
交
流
（
周
年
事
業

等
に
か
か
る
二
国
間
交
流
の
推
進
、
海
外
と
協
同
で
オ

2
 
芸
術
文
化
の
国
際
交
流
・
協
力

国
際
文
化
交
流
の
推
進

2

さ
ま
ざ
ま
な
文
化
芸
術
情
報
の
発
信

行
政
法
入
文
化
財
研
究
所
が
統
合
し
、
国
の
文
化
財
侃

設
施
策
の
一
翼
を
担
う
機
関
と
し
て
、
新
た
に
独
立
行

政
法
人
国
立
文
化
財
横
構
が
発
足
す
る
。
国
立
文
化
財

横
構
で
は
、
国
立
博
物
館
四
縮
（
東
京
、
京
都
、
，
奈

良
、
九
州
）
を
設
置
し
、
我
が
国
の
歴
史
，
伝
統
文
化

の
保
存
と
継
承
の
中
心
的
拠
点
と
し
て
、
文
化
財
の
収

集
｀
保
管
°
展
示
お
よ
び
こ
れ
に
関
す
る
調
査
研
究

を
行
う
と
と
も
に
、
敦
育
普
及
事
業
等
の
一
層
の
充
実

に
努
め
る
。
ま
た
、
同
怯
人
が
設
置
す
る
文
化
財
研
究

所
（
東
京
、
奈
良
）
で
は
、
文
化
財
に
関
す
る
訓
査
“

研
究
を
積
悟
的
に
国
内
外
に
発
信
す
る
と
も
に
、
文
化

財
の
保
存
修
復
に
関
す
る
国
際
協
力
を
通
じ
て
、
我
が

国
の
国
際
貢
献
に
寄
与
し
て
い
く
。

施
策
の
展
開

平
成
一
八
年
度
の
文
化
審
議
会
著
作
格
分
科
会

に
お
い
て
は
、
平
成
一
七
年
一
月
に
取
り
ま
と
め

ら
れ
た
「
著
作
権
法
に
開
す
る
今
後
の
検
討
課
題
」

の
捻
詞
を
進
め
つ
つ
、

I
P
マ
ル
チ
キ
ャ
ス
ト
放

送
の
著
作
窟
法
上
の
取
扱
い
等
の
新
だ
な
課
題
に

つ
い
て
も
時
宜
を
逃
さ
ず
検
詞
を
行
っ
た
。
な
お
、

平
成
一
八
年
臨
時
匡
会
に
お
い
て
、
同
隼
一
月
お

よ
び
八
月
に
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
二
つ
の
分
科
会

報
告
書
を
ふ
ま
え
．

I
P
マ
ル
チ
キ
ャ
ス
ト
放
送

に
よ
る
放
送
の
同
時
再
送
信
の
円
滑
化
な
ど
を
内

の
自
王
制
作
の
公
演
や
、
実
液
家
の
研
修
な
ど
の

事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
劇
場
の
投
置
・
迅
営
は
、
独
立
行
政
怯

人
日
本
芸
術
文
化
振
興
会
が
行
い
、
効
率
的
か
つ
効

果
的
に
事
業
の
充
実
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

法
制
度
の
整
備

3。
文
化
遺
産
の
国
際
交
流
上
協
力

"a 
2
 

容
に
含
む
「
著
作
権
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」

（
平
成
一
八
年
法
飩
第
ロ
ニ
号
）
が
成
立
し
た
。

平
成
一
九
年
度
の
同
分
科
会
に
お
い
て
は
、
引
き

続
き
残
さ
れ
た
課
題
に
取
り
紺
む
と
と
も
に
、
新
た

に
持
ち
上
が
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
つ
い
て
も
検
討

を
行
っ
て
い
く
。
具
体
的
に
は
、
乱
的
録
音
録
画
補

償
金
制
度
、
権
利
制
限
、
過
去
の
著
作
物
の
保
設
期

間
や
利
用
の
円
滑
化
、
著
作
権
法
上
の
侵
害
行
為
等

に
関
す
る
課
題
を
予
定
し
て
い
る
。

円
滑
な
流
通
の
促
進

惰
報
化
の
進
展
等
に
対
応
し
、
著
作
物
の
円
滑
な

流
通
を
促
進
す
る
た
め
、
①
著
作
権
砂
寺
管
理
事
業
法

の
的
確
な
運
用
、
②
著
作
権
契
約
の
あ
り
方
に
つ
い

て
の
調
査
研
究
、
③
意
思
表
示
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に

か
か
る
支
援
、
①
文
書
に
よ
る
著
作
権
契
約
の
促
進

等
の
肱
策
を
展
間
す
る
。

国
際
的
課
題
へ
の
対
応

海
賊
版
対
策
に
つ
い
て
は
、
侵
害
発
生
国
へ
の
取

締
り
強
化
の
要
請
、
途
上
国
対
象
の
研
修
事
業
の
実

施
、
権
利
者
に
よ
る
権
利
行
使
支
援
、
官
民
連
携
強

化
等
の
施
策
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
平
成
一
九
年
度

は
新
た
に
、
侵
害
諮
生
国
の
税
関
賊
員
等
取
締
骰
関

職
員
を
対
象
と
し
た
「
ト
レ
ー
、
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
'
]

の
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。

ま
た
、
イ
ン
ク
ー
ネ
ソ
ト
の
普
及
お
よ
び
情
報

技
術
の
発
展
に
対
応
し
心
著
作
物
保
護
の
国
際
的

ペ
ラ
等
を
制
作
す
る
国
際
共
同
制
作
、
海
外
で
開
催
さ

れ
る
有
名
な
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
等
へ
の
参
加
）
を
支
援

す
る
「
優
れ
た
芸
術
の
国
際
交
流
一
を
実
施
す
る
。

文
化
遣
産
国
際
協
力
を
一
層
推
進
す
る
た
め
、
平

成
一
八
年
六
月
に
、
悔
外
の
文
化
遺
産
の
保
護
に
係

る
我
が
国
の
国
探
協
力
に
つ
い
て
、
国
や
敦
育
研
究

機
関
の
果
た
す
べ
き
責
務
、
基
本
方
針
の
策
定
、
国

が
請
ず
べ
き
施
策
な
ど
に
つ
い
て
定
め
た
「
海
外
の

文
化
遺
産
の
保
護
に
係
る
国
際
的
な
協
力
の
誰
進
に

関
す
る
法
偉
」
が
成
立
し
た
。

ま
た
、
国
内
の
政
府
機
関
、
独
立
行
政
法
人
、
教

育
研
究
機
関
、

N
G
o
な
ど
が
一
体
と
な
っ
て
連
携

組
織
を
形
成
し
、
各
機
関
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構

築
、
関
係
情
報
の
収
集
＇
提
供
、
調
査
研
究
等
を
実

施
す
る
「
文
化
遺
産
国
際
協
カ
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」

が
平
成
一
八
年
六
月
に
発
足
し
た
。

特
に
、
ユ
ネ
ス
コ
と
の
連
携
に
つ
い
て
は
、
我
が

国
の
文
化
遺
産
の
世
界
遺
産
へ
の
登
録
の
推
進
と
国

際
的
な
世
界
遺
産
の
保
護
に
関
す
る
取
組
を
進
め
る

と
と
も
に
、
「
鋪
形
文
化
遣
産
の
保
護
に
関
す
る
条

約
」
（
我
が
国
は
一
六
年
六
月
に
締
結
。
条
約
は
平

成
一
八
年
四
月
中
に
発
効
）
に
よ
る
無
形
文
化
遣
産

の
保
護
へ
の
取
組
へ
引
き
続
き
積
極
的
に
対
応
し
て

お
り
、
平
成
一
九
年
九
月
に
は
、
我
が
国
で
政
府
間

委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
条
約
の
運
用
基
準
等
に
関
す

る
協
議
が
行
わ
れ
る
予
定
。
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國長谷川町子美術館

住所：〒 154-0015

東京都世田谷区桜新町1-30-6

電話番号： 03-3701-8766

URL : http://hasegawamachiko.jp/ 

アクセス：

東急8l園都市線桜新町下衷徒歩7分

開館時間： 10:00~17: 30 

〈ただし入館は17:00まで）

休館日：月曜日（祝日の場合はその

翌日）、展示替期間、年末年始

落の展註会「春瀾浸」にて．．
号 (H160.0cm:x'.WSOO.Ocm)、
130号 (H161.4cmXW190.4crn)ととも
に展示される（今年は4月15日で終了）。

季節の「花と鳥」シリーズ「桜。翡翠」（さくら。かわせみ）

水辺爛漫⑲三栖右嗣（みす。ゆうじ 1927~)作

平成元 (1999)年圏油彩國日16・1.4crnx W194.0crn薗長谷川町子美術館蔵

東京認術大学卒業後、アメリカの画家アントリュー・ワイエスを訪ね、帰国後精力的に個展を開

催、 1975等には沖縄海洋博「海を括く現代絵画コンクール歴」にて「海の家族」が大賢を受黄，

翌・1976年には第 19回安井貸展にて「毛いる」を出品、安井裳を受賞した。固年、室太子殿下

（現・天雲陛下）依頼により「沖縄の海」を制作｀その翌年には国立公園協会の俵頼により「小笠原

父島より同島・母島を望む」を判作するなど、その作品は各界から幅広い支持を受け、高い評価を

得ている。

桜のシリーズに取り組むようになったのは、 1988年ころ。 1993年には和光市文化センター
どiu5ょう 必 90名

大ホールの緞帳「舟骰漫」を手がけ、その出来上がりのみごとさで話題を呼んだ。］997年に三春（福
均ぷら

島県）の渥桜を描いた「蘭漫」500号の大作を完成し、長谷川町子美術餓に買い上けられた後、新

たに同館より依頼を受け描いた作品のひとつが本作品「水辺爛漫」である。この作吊は、岩手瞑盛岡
d：愚＂

市の米円浄水場の枝垂桜に取材したもので、水面に映る桜花の光景が繊細店タッチで芙しく描かれ

ている。天から降り注ぐように垂れ―ドがる枝に咲き始めの桜の淡いピンクが眩い光を放つ。横切る

ょうに水面を飛んでゆく嬰翠の姿はまるで春の喜びに満ちあふれているかのよう。

（学芸員橋本野乃子）

▽
今
年
度
の
表
紙
を
飾
る
の
は
、
「
花

と
鳥
」
シ
リ
ー
ズ
で
す
。
今
月
号
は

「
枝
亜
松
に
か
わ
せ
み
」
で
す
C

解
説

に
も
あ
り
ま
す
が
、
爛
漫
と
咲
き
詑

己
枝
垂
桜
の
下
を
か
わ
せ
み
が
飛
人

て
い
る
さ
ま
は
、
凍
と
し
た
清
清
し

さ
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。
耀
彙
部
で
は

毎
回
文
部
科
学
時
報
の
顔
で
あ
る
表

紙
を
師
る
作
品
の
選
考
で
は
楽
し
い

苦
労
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す

が
、
今
仮
も
読
者
の
皆
球
に
喜
ば
几

る
よ
う
な
作
品
を
掲
載
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
楽
し
み
に
し
て
い
て
く

編

集

後

コし
吾
口

I 

＇ 噛論文-- -- m藤本博巳

虹ッセイーー 山根一員，

急fンタビュー 毛利得i I 
•，，，る令苓令令

あたらしい学舎partJV L山形県小国町立小国小学校，小国中学校
山形倶立小国高等学校

（

進

だ
さ
い
。

-
>
毎
年
四
月
は
、
新
た
な
人
生
の
門

出
あ
り
、
出
会
い
あ
り
と
い
っ
た
時

期
で
す
。
新
た
な
学
校
や
社
会
へ
旅

立
つ
入
も
多
い
と
恩
い
ま
す
。
ゆ
っ

、
＇
り
と
自
分
ら
し
く
一
歩
一
歩
進
ん

で
い
き
ま
し
ょ
う
。
少
し
く
ら
い
遠

回
り
し
て
忍
よ
い
で
は
な
い
で
す
か
、

迪
回
り
し
た
道
も
す
べ
て
将
来
の
自

分
釘
た
め
に
な
る
道
だ
と
大
き
'C‘

構

え
ま
し
ょ
う
。
大
丈
史
｀
~
回
り
道
だ

ら
け
の
人
間
が
こ
こ
に
い
ま
す
、
生

き
て
い
ま
す
。
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